
82－（641）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第12巻

血液型モザイツクの2家系について
昭和33年12月23日受付

信州大学医学部法医学教室
　　　　　（主任：野田金次郎教授）

北濱睦夫

Two Families Study of the Erythrocyten Antigen Mosaicism

Mutsuo Kitahama

　　　　　　Department　of　Legal　Medicine，　Faculty　of　Medicine，

　　　　　　　　　　　　　　Shinshu　University

　　　　　　　　　　　　（Director：Prof．　K．　Noda）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
　　　　　　まえがき　　　　　　　　　　　　　　　　っいで，Booth⑥により第2例目，　Nicholas⑦によ

　血液型の遺伝において，特異な現象として注目され　　　り第3例目のBloed　Group　Chimeraが発見され

ているものの中に，血液型キメラがある。　　　　　　　た。

　キメラとは，遺伝的に異つた組織が単一の生物体を　　　　このNicholasの発見した第3例目の血液型キメラ

形づくることで，植物界では接木などから生ずること　　は，血液型学的に1つの新しい知見をもたらしてい

があり，大して珍しい事ではないが．動物界では余り　　る。それはLewis式血液型についてである。

見られない現象である。　　　　　　　　　　　　　　　この例は，Mrs．　W．とMr・G，の2人の異性双生
　ところが，1945年Owen①はウシの双生児の．血液型　　　児にみられたもので，両者ともA型と0型の血液型キ

を調べたところ，ウシの場合は，一卵性双生児よりニ　　　メラである。

卵性の方が蓬かに多いので，両者の血液型も大抵は異　　　　この場合，MN式及びRh式血液型とLewis式血

っているものと期待していたが，それらの殆どが互に　　　液型とでは逆の現象を起していた。

全く一一致した血液型を示しているのを知つた。　　　　　即ち，両者のA型血球は何れもNsNs・cDE／cDE

　そこで，彼はこの現象を，ウシの異性双生児の雌　　　型で，0型血球はMsNs・cDE／cde型であるが，

が，多く不妊性となるfree－martinと同じ種類の現　　Lewis式血液型は，　Mrs．　W．の方はA型血球も0型
象であろうと考え，free－martinを説明したLillie⑨　　　血球も何れも，　Le（a－b＋）型で，　Mr、　G．の方は何

の理論を応用して，これを説いている。　　　　　　　　れもLe（a＋b－）型であったのである。

　すなわち，胎生期に双生児の絨毛膜の」血管が互に吻　　　　この現象は，その後の研究により，血清中のLea

合を起し，これを通して一方の造血組織が他の血流中　　型質がLe（a－）型の血球に附蒲したために起ったも

に入り，その体内でひきつづいて造血機能を営むた　　　のと判り，Lewis式血液型の未知の分野を解明する

め，同一の体内に血液型の異つた血球が混在するよう　　緒口となつたのである。

になるためであろうと述べている。　　　　　　　　　　　ついで，第4例目の血液型キメラが本邦において，

　その后，このウシの双生児の血液型の現象を，An一　　上野⑧等により報告された。

derson⑤は血液型キメラと呼び，哺乳動物のキメラ　　　これは，異性双生児の女子の方が，0型とA型との

にういて始めて論及した。　　　　　　　　　　　　　　キメラを起していた例である。

　ついで，1953年イギリスのDunsford④⑥は，ヒト　　　ところで，以上の4例め血液型キメラは，全て双生

の異性双生児の高方が，A型と0型の2種類の血球を　　　児に発現しており，双生児の片方の血球が，他の片方

もつている例を発見した。　　　　　　　　　　　　　　に移行したり，または交叉したりして，2種類の」血球

　これがヒトの血液型キメラの最初の発見例である。　　　が混在しているものであるが，最近この血液型キメラ

　この入（Mrs．　McK．）は，なお面白いことに，そ　　　と同じ現象が，双生児でない普通の人の場合にも発現

のA型血球と0型血球とでは，Kell式及Kidd式血　　　している例を，．Salmqn⑩およびCotterman⑪によ

液型も異つており，0型血球はkk・Jk（a＋b＋）型　　　り報告されている。

であるのに，A型血球はKk・Jk（a－b十）型であつ　　　　Cottermonは，その報告の中で発生母体が双生児
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で応という。とからかんがみて，発生軸噸液型　温に塒間・）k室に・夜おいて囁し・れを継遠

キ．ラと類娯にするものとして煎鯉モザィ・・　’L・して・その上灘つい綴集反応棚べ・縣の起

と命名している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らなくなつたときの最少血球量を求めた。

　著者⑨も，さきにこのCottermanと同じ例を発見　　　　6）Co。mbs法1

し調べたと．ろ，この現象力・その子僻砕・遺伝して　C…b・試薬は・鯨騨血清KK・「VXXのものを

．い藤蜘り，これを鮪した．　　　　恥・抗体lrcよる感儒37°Cに1時師つた・

　今鳳さらにご批同じよう紬鯉モザイツクを　　7）血球講法：
、例親したので，ここに追加して鮪する．　　赤血鱗の講は・赤血XM　Melangeu「を恥・
　なお，こ噺究の一部は，第45次躰法医学会総会　Th・ma－Z・i・sの計鰹セこよつて計算した・

及びTh。　Ei、h・h　C・ngre…f・h・エ・・ern・ti・n・1　Sw血球乃至B型麟と゜型醐とが混じつている

S。ci。，y。f　B1。。d　T，a。，f。…n燃て，・演した　場合の・・れら2働血球砒率についてはAshby

ものである。　　　　　　　　m・・h・・により・dlfferenti・1・991・‘inati°nを行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つて算出した。

　　　　　　検査材料および実験方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査成績
　　1）　ヒト血球：

　検査に使用した血球は，保存血用として採血した　　　　　　〔第1例〕

ACD加血液より小分けし，3回生理食塩水にてよく　　　　第1例は1象の人達に起つた例である。

洗灘した後，生理食塩水で2％の浮遊液として使用し　　　　1）寡系および血液型：

た。　　　　　　　　　　・の嫁の一家は・父親S（57才），磯H（54才），
　　・）踏囎・　　　　　　と徽・子（28才）・次興子（27才），矧“（25才）・r
　血清の採取については，抗凝固剤を入れないで無菌　　　次男h（23才）の6人よりなつている・

的耐静脈より馳し，充分噸固させてから血髄　 各人の蝋型は・第・図に示したようで調継よ

雅し，非｛動化して用V・た。　　　　　びR子とTはともV・A型であるが・E子とhの磁中

　　　3）混舳球の分離方法・　　　　　には，抗醸鱗セ・より蝶さ泌鱒（A型）膿
　　A型乃至B型血球と0型血球とが混飢てし・る血液　製れない幡（0型）とが混在していた・

から，条々の血球をとり出すには，まずその血液を抗　　　　2）抗A凝集素に対する凝集阻止試験：

A又は抗B判定用鯖と齢して，時計皿又は小さな　そ1で・このE孔hのもつている2翻の血蹴
　シヤーレに入れ，軽く振塗させる。15分間振滋した　　　用いて抗A凝集素に対して，凝集阻止試験を行つてみ

　後，上滴より血溜とともに凝集されない血球をとり出　　　た。

し，遠心艦する．そしてその醐をまた抗血清に作　その結果縢・表に示したように，縣される鱒

　用させる。この操作を何回も繰り返して行い，抗血満　　　（A型）は，凝集阻止試験でもやはりよく凝集を阻止

に全くmaしない血球だけ蝶め，　・2・．を食塩水にて　していて樋常の耀血球と同じであることが判る

よく洗つて検査に供する。　　’　　　が瀕集しない方（0型）はこの試験でも全綴勲

　　A型乃至B型と思われる血球については，前と同じ　　　阻止しなかつた。

　ように抗A乃至抗B血清を作用させて，生じた大きな　　　　3）抗0（H）凝集素に凝集反応：

糠塊鮒旗め，・れをよく麟した後喰聯中　抗・㈲凝鱗として撫（ウナギ）備とtiilH植
　にて56。Cに5分間加温し抗体を血球から解離し，　　物凝集素（Laburum　Watereri　Bonn）を用いて・こ

freeとなつた血球旗め洞じく翻・蜘た．　紡2種類‘DJIin・BRveつい畷集反舳行つてみteとこ

　　　4）蝶反応・　　　　　　　ろ沸駿沸3裁示すように訊罎鱗に糠
　　鮨水灘て室濫より判定す瑚合は，スライド　され融球（燭はヲド常に弱くしか反応しないヵS，

灘用い，その他の場舗全て試騨鷺怯によつた。　蝶されない血球（o型）は・害u・A・・t／こ強仮応して，

　　　5）凝集pa±試験・・　　　　　　普通のo型血球と肌ようであり澗者の間曙明な
　　一定量の血豫を，同じく一定量の生理食・塩水で，浮　　　差異を示していた。

　遊液とし，この溶液を倍数稀釈して後遠心し，上満の　　　　　4＞抗0（H）凝集素に対する吸着試験：

　食塩水を充分に除き，その血球沈渣に一定の凝集素価　　　　32の力価の抗Eウナギ血清を用いて，これら2種類

　に調整された抗血清を等量加えて，充分に混和し，室　　　の血球による吸着試験を行つてみると，第4表に示す
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〔第1図〕　　　　　　　　　1　　家　　系

　金∴口　Olli、　q　　　　N（57才）　　　　　H（54才）　q
　CDe／cDE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CDe／CDe
　CDe！cdE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CDe／Cde
　Le（a－一）　　　　　　　　　　　　　　　Le（a＋）
　Sec・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　noロ　Sec．

E子（28才）　　　　R子（27才）　　　　T（25才）　　　　　h（23才）

ノー騨一一人一i－一・～　　　　　　　　！一一一64．4％　　　　　　　　 35．6％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52．1％　　　　　　　　47，9％

A　　O　　A　　　　A　　 A　　OMNS　　　　MNS’　　　　MNs　　　　　　　　　　MNS　　　　　　MNs　　　　MNs

q　　q　　　q　　　　 q　　　q　　qCDe／CDe　　CDe！CDe　　　CDe／cDE　　　　　　　　CDe／cDE　　　　CDe1CDe　　CDe／CDe
CDe／Gde　　CDe／Cde　　　CDe／adE　　　　　　　　CDe／cdE　　　　CDe！Cde　　CDe／Cde
Le（a－）　　Le（a－）　　　Le（a－）　　　　　　　　Le（a十）　　　　Le（a－）　　Le（a－）
Sec．　　　　　　　Sec。　　　　　　　　See．　　　　　　　　　　　　　　　non　Sec．　　　　　　Sec．　　　　　　　Sec．

〔第1表〕　　　　　抗A凝集素に対する凝集阻止試験

吸着血球種類

凝集する血球
（A型）

凝集しない血球

（0型）

．　、．　対1照1血球

E子
h

E子
h

A1型
A2型

吸着血球量
112481632641282565ユ2
一一一一一一 m＋＋＋＋
一一一一一一 黶E＋＋＋
十十十十十十十十十十十
十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一 g＋一ト＋＋＋＋＋＋＋・・

〔第2表〕　　　　抗E（ウナギ）血清に対する反応

e作用血球種類

擬集する血球
・（A型）

・d@　　凝集しない」血球

　　（0型）

．対照血球

E子
h

E子
h

0型
Ai型

B型
AB型

血清稀釈度
1　 2　，4　 8　16　32　64　128　256　5121024

十十十十十十↓
十十十十十十↓
朴＋＋朴＋＋＋．＋＋↓ト
十朴升朴＋＋＋＋＋＋↓
普．1十十ト升＋＋＋＋＋＋↓
＋＋↓ P－一一一一一一一
＋・ gー一一一一一一一
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1第3表〕　抗0（H）植物凝集素に対する反応　　　　　　なお、これら2人の血清中には，64（E子）と16

　　　　　（Labu「um　Wate「e「i　Bonn）　　　　　価）の力価に抗B凝集素が認められたが，抗A凝隼

作用血球種類

凝集する
血　　　球

　（A型）

凝集しない
血　　　球

　（0型）

対照血i球

E　子

h

E　子

h

0　型

A　型

B　型

AB型

　　凝集素稀釈度　　　　　素は全く見られなかつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔第∬例〕
1　1　1　1　1　　1　1
T　7　Z　百　焉　匝　颪　　　　第2例目は，Y家の人達である。

十　　十　　一　　一　　一　　一　　一

　一　　　　　　　　　　　　　このY家は，父親は既に死亡しているが，母親K
1　　　　1）家系および血鯉

・｝一一一一一一　（、2才）雌在で，長男、（、。才），蝕。子（，、才），

補r一縣・トー藩膿灘r繍1皇器麦総
・L－一一一　。縣素で凝集。れ。mx（。型）、縣されな剛

・月F－一一一　球（・型）との・纐の購をもつていた．　1

・トー一一一一　・）抗噸鱗に対す・凝期止試験：

冊帯升・・1－一　次女肝（29才），次男M（27才），三男S（23才）の

冊什＋月一一一　5人の子供から轍されている・

〔第4表〕抗E（ウナギ）血清に対する吸着試験

吸着血球種類

　そこで，このMとSがもっている2種類の血球を分

けてsその各々について抗B凝集素に対する凝集降止

試験を行つてみた。　　　　　　　　　　　　　・

　　血清稀釈度　　　・　　その結果は，第5表に示したように抗B凝集素に凝

ユ．　⊥　よ　主　』L　主　三　　　　集される血球（B型）は，やはりよく凝集を阻止し：ぐ

1　2　4　8　163291　　　いて，普通のB型血球と全く同じ性状であるが，凝集

吸着訓＋＋＋＋＋十　されな・・血球（0型）は，9く凝集醐止・なかつ、

凝集する
血、　球
　（A型）

凝集しない
血　　　球

　ぐ0型）

対　　　照

吸着血球

E　子

h

E　子

h

0　型

AE型

ABe型

＋＋↓ gー一一　　た・

＋＋1－一一二　っ撃謹躍源瓢慨嶺鋤球を抗
↓　　＿　　＿　　＿　　＿　　一　　一
　　　　　　　　　　　　　　　〇（H）凝集素に作用してみた。

一　一　一　一　｛　m　一　　　抗0（H）凝集素としては，抗E（ウナギ）血清ζ抗，

＿．＿
@＿　＿　＿　＿　＿　　　H植物凝集素（Laburum　Watereri　Bonn）とを用，，

・；T’P，＝一一一い糠は，第、表及び第噺。；、’。，で，抗

＋＋＋＋＋↓一 @畷鯨噸集舗ない血球（0型）｝ま髄0くH）凝
　　　　　　　　　　　　　　　集素によく凝集して，対照の0型血球と殆ど同じであ

　ように，抗A凝集素に凝集される血球（A型）は，抗　　　るが，凝集しない血球（B型）は，非常に弱ぐ1rか原

　E血清を殆ど吸着しないが，凝集されない血球（0　　応せず，明らかな差異を示していた。　　　、　t’「

型）では，抗E血清をよく吸着していることが判つ　　　　4）抗E血清に対する吸着試験：

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32倍の抗Eウナギ血清を用いて，これ等2種類の1血

　　以上の事から，E子と，　hの2人の血液中に混在し　　球にょる吸着試験を行つてみた。　　　　　　　　＼

　た2種類のJ］Sttwのうち，抗A凝集素によく凝集される　　　その結果は第8表に示したようで・抗B凝集素に凝

血球は，A型血疎であつて，凝集されない血球は0型　　　集しない血球（0型）は抗E血清をよく吸着レ七いる

　血球であると云うことが判つた。　　　　　　　　　　が，凝集する血球（B型）は吸着力が弱かつた。

’　　5）　A型血球と0型1血球との比率；　　　　　　　　　以上の実験結果より，この2人の抗B凝集索に凝集

　　っぎに，A型血球と0塑血球とが，何の位の割合に　　される血球はB型血球であり，凝集されない血球は0

　混在していたかについて調べてみると，第1図に示す　　　型血球であるとはつきり煮うことができた。

　ように，E子の場合は，　AeW64，40／oで，0型が35，　6％　　　　5）B型血球と0型血球の比率；

　であり，hの場合は，　A型が52・1％で，0型が47・9％　　　このSとMのもつているB型血球と0型血球の数の、

　の割合であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　比率をみると，Mの場合はB型血L球が36。6％で，　O型，
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〔第2図〕　　　　　　　　　　Y　　家　　系

困
t　　　　　　　　死亡

○；i。，

K（62才）q
　　　　　CDe！CDe　　　　　　．
　　　　　CDe！Cde
　　　　　Le（a→
　　　　　See．

口　　　○　　　○　　　口　　　口
1（40才）　　　　T子（31才）　　　F子（29才）　　　　M（27才）　　　　S（23才）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　 ’　！－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36，6％　　　　　　　　　63，4％　　　　　　　　　27，2％　　　　　　　　　72，8％

O　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　B　　　　　　O　　　　　　B　　　　　　O

MNs　　　　　　　　　MNs　　　　　　　　　MNs　　　　　MNs　　　　MNs　　　　MNs　　　　MNs
Q　　　　　　　　　　　Q　　　　　　　　　　　q　　　　　　　q　　　　　　q　　　　　　q　　　　　　q
CDe！cDE　　　　　　　CDe！CDe　　　　　　　CDe／CDe　　　CDe！CDe　　CDe／CDe　　CDe／CDe　　CDe／CDe
CDe／edE　　　　　　　CDe／Cde　　　　　　　CDe／Cde　　　CDe／Cde　　CDe／Cde　　CDe／Cde　　CDe／Cde
Le（a－）　　　　　Le．（a＋）　　　　　Le（a－）　　Le（a＋）　　Le（a＋）　　Le（a－）　　Le（a－）
Sec。　　　　　　　　　　　　　　　non　Sec．　、　　　　　　　　　Seeny　　　　　　　　　non　Sec．　　　　non　Sec，　　　　Sec．　　　　・　　Sec．

〔第5表〕　　　　　　抗B凝集素に対する凝集阻止試験

吸着血球種類

凝集する血球
　　（B型）．

凝集しない血球

　　（0型）

M
S

M
S

血　　　　　球　　　　　量

2　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1
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〔第6表〕　　　　抗E（ウナギ）血清に対する反応

作用血球種類

凝集する血戴
　　（B型）

r凝集しない」血球

　鞭（O型）

対．照血球

M
S

M
S

0　・型

A　　i型

B　、型

AB型

血　　満　　稀　　釈　　度

1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1
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＋＋トー一一一一一一一
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〔第7表〕　抗0（H）植物凝集素に対する反応　　　　　　る凝集反応の状況を顕微鏡でみると，半数の血球は強

　　　　　（Laburum　Watereri　Bonn）　　　　　　　く凝集されて，大きな凝集塊をつくつているが・他の

作用血球種類

凝集する
一血　　　球

　（B型）

凝集しない
血　　　球

　（0型）

対照血球

M
S

M
S

0　型

A　型

B　型

AB型

凝鱗稀釈度　　半数の血球は全くcaSSさ紘・・で・糊に鱒に縦

『一… @　　　　　　　　　　　　している。
1　　1　　1　1　　1　　1　　1
T　7　丁　冨　拓　翫64　　　　この様子は，赤血球凝集反応の際，時に見られる

十　　↓　　一　　一　　一一　一　　一

　一・　　　　　　　　　　　　囲に2～3の遊離した血球が浮遊している現象と比較

　　”’tmt　　　　　　　　free－cellと云われている現象，すなわち凝集塊の周1

・卜∴一一一　してみて，数の勲らも，ま耀凱ている様子から

冊　柵　十　＋　一　一　蒲　　　いつても，あぎらかに性質を異にしているものである

冊　帯　十卜　＋　一　一　一　　　　ことが判る。
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志

十

〔第8表〕抗E（ウナギ）血L満に対する吸着試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

一　一　一　一　一　一　　　血球で，凝集しない血球は0型血球であることが判明

一　一　一　一　一　一　　　　した。

＿　＿　＿　＿　＿　＿　　　　1人の人間で，血液型の異る2種類の血球をもつて

　　　　　　　　　　　　　　いる例については，Dunsford④⑤等の発見した双生

　　　　　　　　　　　　　児の場合の血液型キメラとC・tterman⑪⑫のいつて

　　　　　　　　　　　　　　いる血液型モザイツクの場合とがある．が，著者の例は

　　　　　　　　　　　血清稀釈度　　　　　双生児でないので，一応血液型モザイツクの範疇に入

吸着血球種類　　1　1　1　1　1　1　1　　るものと考えられる。

　　　　　　　　　1　2　4　8　16　326先　　．　そして，著者がさきに発表したN家の人達及び今回

吸借前1－H－＋＋＋＋・一　の1家と・家・雌・・は，・の血鯉・・ラと剛現

凝集する
血　　　球

　（B型）

凝集しない
血　　　球

　（0型）

対　　　照

吸着血球

M
S

M
S

0　型

BE型

ABe型

＋・トー一一一　象が家族的醗生していて・そ・V・は，あきらかに遺

・上．ニー二灘獅瓢1艦1鞭婦纈
　　　　　　　　　　　　　　　　並L液型キメラの現象を研究する場合，まず考えられ

一　一　一　一　一　一　一　　　ることは，如何なるmechanismでこのような現象

一　一　一　一　一　一　一　　　が起るのであろうかということである。

・・
gー一一一　こ津ついて，無の述べている学説について糠

＋＋…
撃戟fH”’￥’「

l一し錦融、㎞血、晦燃撤叉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一mを挙げている。

血球が63，4％，Sの場合はB型血球が27．2％で0型血　　　　これは，先にも述べたようにウシのfree－martin

球が72．・8％であった。　　　　　　　　　　　　　　　を説明したLillie②の理論を応用したものであるが，

　なお，2人の血清中には，128（M）と64（S）の力　　胎生期に双生児の絨毛膜の血管が互に吻合を起し，っ

価で抗A凝集素が存在していたが，抗B凝集素は全く　　いでこれを通して一方の造前醐織が他の方の血流rドに

みられなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　入り，その体内でひきつずいて造血機能を営むため，

　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　同一の体内で血液型の異つた血球が産生されて混在す

　　　　　　総括及び考按　　　　　　　　　　　　　　るのであるという説である。

　今回，薯者の経験した工家のE子とh，Y塚のMと　　　こりDunsford④⑤の説は，双生児のIC【1液型キメラ

Sの計4人の人達は，その血液中に抗A凝集素（叉は　　　の場合は，多くの入達により認められているが，双生

抗B）に凝集されない血球（0型）と凝集される1血球　　　児でない場合の1血液型モザイクについては，この説で

（A型又はB型）の2種類の血球をもつていた。　　　　　は全く説明がつかない。

　その2種類の血球の数の比率は5：5乃至6：4位の　　　　また，Billingham⑬等は母親と胎児との間の血流

割合で，約半々位に分れている。　　　　　　　　　　の交流を考えて・母児間に起る血液型キメラを述べて

　このため，この血液の抗A（又は抗B）凝集素によ　　　いる。
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　　　　しかし・この場合胎児赤芽球症の発生と云う闇題を　　　3）最近，von　Loghem⑰やGold⑲等により去わ

　　含んでいるので・簡単には断定できないと思われる6　　　れている事であるが，Leukaemleの場合にA型の人

　　　つぎに，Hollander⑭は鳩のモザイツクを研究し，　　　が0型に変ると云う血液型の変換と云う問題がある。

　　　この場合は卵の裏面にあるMerocytenにおいても受　　　　これらの事より，この1血液型モザイツクの現象が，

　　精が起る。すなわち，1ケの卵で2ヶ所において受精　　　血液型遺伝子とは関係無く，一部造血組織の変化によ

　　するためにモザイジクが起ると説明しているが，これ　　　り，血液型物質（A型乃至B型物質）をもつていない

　　　も直に入のキメラに当てはめるわけにはいかない。　　　　血球が産生されてくる場合も有るのではなかろうかと

　　　この他，Somatic　crosseng　overによるという　　　考えた。

　　説もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして，この機能的な変化が遺伝することもあると

　　　これは，精殖細胞が受精前に体細胞として分裂を行　　　考えて，何等差支え無いと思う。

　　　う際，染色体が交叉的に結合して，例えば，AO型の

　　搬，AA，　AO，00の3っの染色体が形成され，　　　　結　論

　　　これが受精されると，A型と0型との血球が別々に産　　　1）双生児の場合に起る血液型キメラと同じよう

　　生されて，共存する現象が起ると云う説で，染色体の　　　に，1人の人が血液型の異る2種類の血球をもってい

　　』いたづらによるというわけである。　　　　　　　　　　　る例を2例発見した。

　　　しかし，著者の例のように，この現象が家族的に発　　　　2）　この2入の人達は双生児でないので，血液型キ

　　生し，且，父子に遺伝しているような場合は，Som一　　メラとは区別して血液型モザイツクとした。

　　atic　crossing　overが何回も起るものなのかという　　　3）　この2人の場合、その家族の中にもこの現象を

　　．騨が起つ：くる・　　　　　　　　起しているものカsあり湖らかに遣伝的に発生してい
　　　また，前述したCotterman⑪⑫は双生児でない普　　　ることが判つた。

　　通の人に血液型ギメラと同じ現象が起つている例を発

　　見し，これは体細胞の一部のSomatic　mutational　　　　　　　　文　　献

　　chang臼により，このような現象が発生したので，双　　　①Owen，　R、　D・，（1945）：”lmmunegenetic　conse一

　　生児の場合の血液型キメラと本質的に異るものだと述　　　quences　of　vascular　anastomoses　between　bo一

　　べている。そして所謂「Landsteinerの法則に反す　　vine　twins3’Science・　102（2651）：400－401・

　　る血液型」と云われているDefekt　Typeは，初期に　　　②Lillie，　F・R・，（1916）：The　the。ry　of　the　free・一

　　旭つたSomatic　mutati。nにより，変異前の遺伝因　　　martin．”Science．　43（1113）：611－613．　③An一

　　子が，消失したと推定される抗体の出現を抑制したの　　derson，　D．，　Billingham，　R。　R．，　Lampldn，　G．　H．，

　　’であろうと云つている。　　　　　　　　　．　　　　and　Medawar，　P．　B．，（1951）：”The　use　of　slcin－一

　　　この血液型モザイツクに対するCottermanの考え　　9「afting　to　distinguish　between　monozygotic

　　は，非常に常識的な考えであるが，全ての血液型モザ　ーand　dizygotic　in　Cattle．”Heredity．6：201－212．

　　イクがSomatic　mutationによつて起ると愛う証明　　　④Dunsf。rd，1．，　Bowley，　C・C，，Mutchis。n，　A、　M．，

　　については，なお多くの研究がなされねばならない。・　　Thomtisoli，　J・S・，　Sanger，　R・，　Race，　R・R・，．（19－一

　　　著者は，’これ等の学説とは別個に，次の諸点よりこ　　　53）：”A　human　blood－group　chimera”　．　Brit・

　　の血液型モザイツクの発生のmecbanismを考えて　　　Med・J・，4827：81・　　⑤Dunsford，　1・，　Stacey，　S・

　　みた。すなわち，その根拠となる諸点とは，次に述べ　　M。（1957）：”Partial　breakdown　of　acquired

　　る事項である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tolerance　to　the　A　antigen．”Vox　Sanguinis．

　　　1）A型血球でも，B型血球でも0物質を或る程度　　　2：414－417．　⑥Booth，　P・B．，　Plant，　G．，　Jomes，

　　含んでいて，A型乃至B型物質を少くもつている亜型　　　J．B．，　Ikin，　E．W．，　Mo。res，P．，　Sanger，R．　and

’t @血球は，0物質を比較的多く含んでいる。そしてAx　　Race，　R，　R．，（195？）；　”Bloこ，d　chimerism　in　a

　　型～Bx型と云われるようなA型乃至B型物質を殆ど　　pair　of　twins．”Brit．　Med．　J．，5033：1456－1458，

　　もつていない血球は，あたかも0型血球と同じような　　⑦Nicholas，　J，　W．，　J・nkins，　W．　J．　and　Marsh，

　　性状である。　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　W．L．，（ig57）　：　”Human　blood　chimeras．　A　study

．　．2）弁関教授の研究⑯⑯によると，血液型物質分解　　　of　surviving　twins．”Brit．　Med．　J，5033：1458一

　　酵索で，A型乃至B型血球の血液型物質を破壊する　　1460，－⑧Ueno，　S，，　Matsuzawa，　S，Kitamura，

　　と，その血球は0型血球と同じような性状を示す。　　　　S．and　Mishima，　H．，（1959）：”Blood　group
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